
スロベニア 海外安全対策情報 

（２０２４年１０～１２月） 
                  

１ 治安情勢 

（１） 一般情勢 

治安は比較的安定していますが、コロナ禍の収束以降、国内での犯罪認知件数

は増加傾向にあります。 

特に、多くの人が集まる場所（リュブリャナ、ブレッド、ポストイナなど人気の観

光地や、イベント会場等）で、置引きやスリ被害が多く発生しています。貴重品か

らは目を離さないなど、十分注意してください。 

また、深夜の市街地等では、路上強盗などの凶悪事件も少なからず発生して

います。不必要な夜間外出は、避けるようにしてください。 

（２） その他の情勢 

２０２４年中の不法移民検挙総数は４６,１９２件で、前年から２４％減少となり

ました。なお、検挙された不法移民の大半は、直ちに他の希望国へ向けてスロベ

ニアを出国しているとのことです。 

 

２ 邦人被害認知状況 

＊ １１月１３日正午頃、リュブリャナ・ドラゴン橋上で、二人組のスリ犯が邦人観

光客に近づき、ひそかにリュックサックを開けて貴重品を盗もうとした（未

遂）。 

 

３ 特異な犯罪事件等の発生状況 

スロベニア国内で発生した特異な犯罪事件、事故等は次のとおりです（報道情

報による）。 

（１） 殺人・傷害事件 

＊ １１月 14日、リュブリャナ・ヴィチ地区のアパートで、ボスニア・ヘルツェゴビ

ナ人の男（２４歳）が知人の４９歳男性を撲殺し、金品を奪った。 

＊ １１月１５日、スロベニア北西・クランの路上で、３５歳の男が金属製の凶器で

別の男性を殴って重傷を負わせるとともに、同人の自動車を損壊した。 

（２） 強盗・窃盗事件 

＊ １０月６日夜、リュブリャナ市内の路上で、自転車に乗った２人組が通行人

の女性を脅して金品を奪おうとした。女性が抵抗すると、犯人の１人は女性

の体を掴んでさらに脅したのち、逃走した。 

＊ 10月上旬、スロベニア南東・ノヴォメスト周辺各地で、車上ねらいの被害が

多数発生した。駐車場や森の小道に駐車した車両が損壊され、車内の金品



が奪われた。 

＊ １０月１４日の夜間から未明にかけ、リュブリャナ中心部のアパートに何者か

が侵入し、住人が眠っている間に財布、携帯電話、コンピューター等を盗ん

で逃走した。 

＊ １０月２９日夕方、リュブリャナ中心部の衣料品店に2人の男が押し入り、従

業員を脅して衣類数点を奪おうとした。男らは通行人によって取り押さえ

られそうになったため、通行人を負傷させて逃走した。 

＊ １１月２７日夕方、リュブリャナ駅北方の金庫室付近で、２人の男が警備員か

ら現金を強奪し、逃走した。 

＊ １２月２１日夜、リュブリャナ近郊の商店に覆面の男が押し入り、店員を脅し

てレジから現金を奪った。 

（３） 銃器使用事件 

＊ １０月７日、スロベニア南東・ノヴォメストの集落で、２６歳の男が空に向かっ

て銃を発砲した。けが人や航空機への被害はなかった。 

＊ １１月２９日、リュブリャナ市内路上の車両内から、モンテネグロのマフィア

関係者の射殺死体が発見された。後日、ボスニア人（３８歳）、アルバニア人

（４０歳）、スロベニア人（２２歳）の計３人が犯人として逮捕された。 

＊ １２月１５日夜、スロベニア南西・イゾラのガソリンスタンドに覆面の男２人が

押し入り、銃で店員を脅して金品を奪った。 

＊ １２月１６日深夜、スロベニア南東・コチェウィエのアパートで、６６歳の男が

同じアパートの４２歳の男性を射殺した。 

（４） その他の特異事件・事故 

＊ １０月２０日、スロベニア南西・ピラン近郊の町でホテル火災・車両火災が発

生し、地元に住む 41歳の男が放火の容疑で逮捕された。 

＊ １０月２３日、マリボル大学が大規模なサイバー攻撃を受け、業務システムや

学生向けサービスが使用できなくなった。攻撃には、ランサムウェアが使わ

れたとみられる。 

＊ １０月２６日、スロベニア南西・ノヴァゴリツィア近くの山をハイキング中だっ

たオランダ人男性が行方不明となり、翌日に遺体で発見された。 

＊ １１月中旬、リュブリャナ市内の路上駐車場の多数のパーキングメーターに、

詐欺目的の細工がなされた。ボタン等の横に詐欺サイトへつながるＱＲコー

ドのステッカーが貼られたもので、警察は注意を呼び掛けた。 

＊ １１月１７日、スロベニア北東・プレクムリェでセスナ機が墜落し、乗員３人が

死亡した。 

＊ １１月２２日夜、スロベニア南西・コペルで行われたプロバスケットボールの

試合中、スタンド内での観客間のトラブルが暴動に発展した。暴徒は発煙筒



を選手等に投げつけ、警察官と乱闘した。 

＊ １２月２２日、スロベニア北部のアルプス山中でハンガリー人登山家が行方

不明となり、数日後に遺体で発見された。 

 

４ テロ・過激主義事件発生状況 

特段のテロ・過激主義事件は認知していません。 

 

５ 日本企業の安全に係る諸問題 

特段の問題は認知していません。 

 （了） 


